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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月1日(2011.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　視点が異なる複数の画像から生成された立体視用画像を立体視表示可能な表示手段と、
　前記表示手段に立体視表示された前記立体視用画像の立体感の調整指示を受け付ける入
力手段と、
　前記複数の画像に対して立体視表示のための３次元処理を行って前記立体視用画像を生
成する３次元処理手段であって、前記指示された立体感となるように前記３次元処理を行
う３次元処理手段と、
　前記指示された立体感の調整値を、前記複数の画像と関連づけて記録部に記録するに際
し、前記記録部に前記立体感の調整値が記録されている場合、前記指示された立体感の調
整値と前記記録されている立体感の調整値との差分を前記記録部に記録する記録制御手段
とを備えたことを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記入力手段は、前記立体視用画像の立体視表示および該複数の画像を重ねての２次元
表示の切り替え指示を受け付ける手段を含み、
　前記切り替え指示に応じて、前記立体視表示および前記２次元表示を切り替える表示制
御手段をさらに備えたことを特徴とする請求項１記載の画像表示装置。
【請求項３】
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　前記入力手段は、前記記録部に記録された前記複数の画像の立体視表示の指示を受け付
ける手段を含み、
　前記記録制御手段は、前記記録部に記録された前記複数の画像の前記立体視表示の指示
がなされた場合において、該複数の画像に前記立体感の調整値が関連づけられている場合
には、前記複数の画像とともに該立体感の調整値を前記記録部から読み出す手段であり、
　前記３次元処理手段は、前記立体感の調整値に基づいて前記複数の画像に前記３次元処
理を行う手段であることを特徴とする請求項１または２記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記記録制御手段は、前記指示された立体感の調整値と、前記複数の画像とを別のファ
イルとして前記記録部に記録する手段であることを特徴とする請求項１から３のいずれか
１項記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記記録部には、複数の前記立体視画像のそれぞれについての複数の画像が一フォルダ
に記録されるとともに、すべての前記複数の立体視画像についての前記指示された立体感
の調整値を記述したファイルが、前記一フォルダに記録されてなることを特徴とする請求
項１から３のいずれか１項記載の画像表示装置。
【請求項６】
　前記記録部には、複数の前記立体視画像のそれぞれについての複数の画像が第１のフォ
ルダに記録されるとともに、すべての前記複数の立体視画像についての前記指示された立
体感の調整値を記述したファイルが第２のフォルダに記録されてなることを特徴とする請
求項１から３のいずれか１項記載の画像表示装置。
【請求項７】
　前記表示手段は、前記立体視画像に代えて、前記複数の画像を互いに半透明となるよう
に重ねて表示する手段であることを特徴とする請求項１から６のいずれか１項記載の画像
表示装置。
【請求項８】
　前記入力手段が前記立体感の調整指示を受け付けると、前記３次元処理手段は、前記指
示された立体感となるように前記立体感の調整値を変更し、前記表示手段は、前記調整値
が変更された前記複数の画像を互いに半透明にして重ねて表示することを特徴とする１か
ら６のいずれか１項記載の画像表示装置。
【請求項９】
　前記入力手段が、前記複数の画像を重ねての２次元表示の切替指示を受け付けた場合、
前記表示手段は、前記複数の画像を互いに半透明となるように重ねて前記２次元表示を行
う手段であることを特徴とする請求項２記載の画像表示装置。
【請求項１０】
　前記表示手段は、前記立体感の調整指示により、前記立体視画像において前記複数の画
像が重なる範囲から、前記複数の画像のそれぞれとアスペクト比が同一となる範囲を切り
出し、該切り出した範囲についての前記立体視画像の周囲に、前記切り出した範囲を示す
枠を付与して、前記立体視画像を表示する手段であることを特徴とする請求項１から９の
いずれか１項記載の画像表示装置。
【請求項１１】
　前記表示手段は、表示される前記立体視画像のサイズが変更されないように、前記切り
出した範囲についての前記立体視画像の周囲に前記枠を付与して前記立体視画像を表示す
る手段であることを特徴とする請求項１０項記載の画像表示装置。
【請求項１２】
　前記表示手段は、前記立体感の調整値が前記複数の画像の視差量である場合において、
該視差量が適切でない場合に、前記枠の色を変更する手段であることを特徴とする請求項
１０または１１記載の画像表示装置。
【請求項１３】
　前記表示手段は、前記視差量に応じて、段階的に前記枠の色を変更する手段であること
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を特徴とする請求項１０から１２のいずれか１項記載の画像表示装置。
【請求項１４】
　前記表示手段は、前記立体感の調整値が前記複数の画像の視差量である場合において、
前記立体視画像において前記視差量が０となる部分の色を変更する手段であることを特徴
とする請求項１から１３のいずれか１項記載の画像表示装置。
【請求項１５】
　前記視点が異なる複数の画像を取得する複数の撮影手段と、
　請求項１から１４のいずれか１項記載の画像表示装置とを備えたことを特徴とする複眼
撮影装置。
【請求項１６】
　視点が異なる複数の画像に３次元処理を行って立体視用画像を生成し、
　該立体視用画像を立体視表示し、
　前記立体視表示された前記立体視用画像の立体感の調整指示を受け付け、
　前記指示された立体感となるように前記複数の画像に前記３次元処理を行い、
　前記指示された立体感の調整値を、前記複数の画像と関連づけて記録部に記録するに際
し、前記記録部に前記立体感の調整値が記録されている場合、前記指示された立体感の調
整値と前記記録されている立体感の調整値との差分を前記記録部に記録することを特徴と
する画像表示方法。
【請求項１７】
　視点が異なる複数の画像に３次元処理を行って立体視用画像を生成し、
　該立体視用画像を立体視表示する手順と、
　前記立体視表示された前記立体視用画像の立体感の調整指示を受け付ける手順と、
　前記指示された立体感となるように前記複数の画像に前記３次元処理を行う手順と、
　前記指示された立体感の調整値を、前記複数の画像と関連づけて記録部に記録するに際
し、前記記録部に前記立体感の調整値が記録されている場合、前記指示された立体感の調
整値と前記記録されている立体感の調整値との差分を前記記録部に記録する手順とを有す
る画像表示方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
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